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糖化反応は、還元糖が非酵素的にアミノ基含有化合物と結合する化学

反応である。ニワトリのような鳥類は高血糖動物であり、ほ乳類と比較すると

高体温である。したがって、鳥類の体内ではタンパク質やアミノ酸とグルコー

スとの糖化反応が促進されていると考えられる。飼料タンパク質レベルの変

化は、血漿中タンパク質やアミノ酸濃度を変化させるが、血漿中タンパク質

やアミノ酸の糖化反応に及ぼす影響については研究がなされていない。そ

こで本研究では、飼料タンパク質レベルを変化させた飼料（CP 0、10、20、
40 および 60%）を摂取したニワトリにおける血漿中アルブミン、トリプトファン

およびバリンの糖化反応について調査した。実験終了時に血液を採取し、

血漿を分離後、グルコアルブミン、糖化トリプトファン（トリプトファンーアマドリ

化 合 物 お よ び (1R, 3S) –  1 - (D - gluco -  1,  2,  3,  4,  5  -  
pentahydroxypentyl)  -  1,  2,  3,  4 -  tet rahydro - β - carboline - 3 -  
carboxylic acid (PHP-THβC)）およびバリンーアマドリ化合物の濃度を測定

した。飼料タンパク質レベルが 20％から 0％まで低下すると血漿中アルブミ

ン濃度は減少したが、血漿中グリコアルブミン濃度は上昇した。血漿中トリ

プトファン濃度に対する血漿中トリプトファンーアマドリ化合物濃度の比およ

び血漿中バリン濃度に対する血漿中バリンーアマドリ化合物濃度の比にお

いても、無タンパク質（CP 0%）飼料を摂取したニワトリにおいて同様の上昇

が認められた。これらの結果から、飼料タンパク質レベルの低下は、ニワトリ

における血漿中タンパク質およびアミノ酸の非酵素的糖化反応を促進する

可能性がある。  
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インスリン様成長因子が鶏筋管細胞のアトロジン-1/MAFbx 発現に 
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インスリン様成長因子（IGF-I）が鶏筋肉細胞のアトロジン-1/MAFbx 発現

に及ぼす影響を明らかにするため、鶏筋管細胞培養系を用いて検討した。

鶏培養筋肉細胞は 7 日間培養し、筋管を形成させた。その後、IGF-I（1, 

10, および 100 ng/ml）を添加した培地で 1、 6、 または 24 時間培養した。

細胞の成長の指標であるタンパク質量は IGF-I（100 ng/ml）により増加した。

一方、アトロジン-1 /MAFbx 遺伝子発現量は IGF-I（1、10 および 100 

ng/ml）により減少した。Akt ならびに FOXO1 のリン酸化量は IGF-I（100 

ng/ml）により増加した。以上の結果は、IGF-I は Akt ならびに FOXO1 のリン

酸化を増加させ、アトロジン-1/MAFbx 発現を減少させ、鶏筋肉細胞の成長

を促進することを示している。 

 


